
第３４号 

１ 

第ϲ波をもたらしたオミクロン

株主流型��・ϭ、に代わり派生

型で感染力の強い��・Ϯが主流

となっているが、さらに、オ

ミクロン型から派生したy�ウ
イルス感染者が空港入国者で

確認されている、海外との交

流が頻繁になるとオミクロン

からy�に置き換わる可能性が

高く、感染者数の高止まりで第７波が懸念されて

います 

ますます収束状況が不透明な中会員の皆様いかが

お過ごしでしょうか。 

東京オリンピック・パラリンピック・北京冬季

オリ・パラリンピックも何とか無事終了しホット

しているのではないでしょうか。 

なんといってもビックニュースは「箱根駅伝

シード権」ϭϬ年ぶりの確保ではないでしょうか。

（第ϵϴ回箱根駅伝・総合ϲ位）テレビ映像に映る赤

い｛�｝のﾏｰｸを胸につけ力走する選手たちに見

入っていたのではないでしょうか。 

ϯͬϮϭに第ϲ波のまん延防止特別措置等が解除され

ましたが、ウイルスそのものが収束するわけでは

ない。 

ウイズ・コロナ時代になり、見えないウイルス

と共存していかなければならず、オンライン・イ

ンターネット・キャッシュレス等の利用を現実と

して受入れ、テレワークの浸透や近時、週休ϯ日を

打ち出す上場企業も現れるなど、テレワークの浸

透等、私達自身にも大胆な意識改革が必要となっ

てきているのではないでしょうか。 

一方、感染拡大の抜本的な防止・経済との両

立・安心安全な国産のワクチンと治療薬の実現を

早期に確立されることを期待しています。 

一方、����年度に法学部の都心移転が（文京区大

塚茗荷谷キャンパス）理事会で決定された。 
感染対策を実施しての卒業式・入学式や新年度から

の対面授業を開始するなど始動し始めた。 
 

又一昨年度・昨年度に引き続き、今年の支部活

動は総会・役員会・各種行事等全て中止と決定し

ました。三役会・役員会は原則メールでの書面審

議とし対面を避けての実施を心掛けています。 

また、大学・学員会等の各種行事も延期や中止と

なっており、一日でも早く平常に戻ることを祈る

ばかりです。 

このような環境下で会員相互の交流・情報交換

等をどうすべきか悩みましたが、唯一の方法とし

て支部会報の発行（ϲͬϭ発行第ϯϮ号・ϭϮͬϭ発行ϯϯ
号）と支部,Ɖの継続を実施する事と致しました。

会報発行に際し、森山功相談役には会報の構成・

印刷を岩渕義昭事務局長には発送作業をお願い

し、ご苦労をおかけしましたが無事皆様方にお届

けすることが出来ました。 

原稿の寄稿等でご協力いただきました会員の皆

様に心から感謝申し上げます。 

今後共会員皆様方の積極的な原稿の寄稿をお願

い致します。大石克義副幹事長には,Ɖ掲載等ご協

力に御礼申し上げます。 

幸いなことに当支部会員から新型コロナウイル

スに感染されたとの報告はありませんが、見えな

いウイルスとの闘い油断は禁物です。自粛生活もϯ
年目になりますが、特に感染力の強い派生型ウイ

ルｽが猛威を振るい始めましたので体調を崩さない

よう十二分に健康にご留意され、早い時期にお会

いできる日を楽しみにしております。 

発行所 〒ϮϭϮ-ϬϬϮϰ 川崎市幸区塚越Ϯ-ϮϮϱ 発行責任者 松木 茂夫 

令和ϰ年 

発行日ϮϬϮϮ年ϲ月ϭ日 

松木支部長 

会員の皆様へ！  支部長 松木 茂夫 

！！第98回箱根駅伝 総合6位で10年ぶりにシード権確保！！ 



2022年（令和４年）総会資料（書面） 

第一号議案  2021年度事業活動報告（案） 

  新型コロナ感染症により総会はじめ役員会・諸
事業活動は中止。（総会中止は役員会にて特例
扱いで承認済）・会報発行（第32号・33号）Hp
継続掲載。 事業活動報告添付済 

第二号議案  2021年度収支報告（案） 

会報発行費用・通信費・事務用消耗品費・ 

箱根駅伝寄付等支出  収支報告書案添付済 

第三号議案  2022年度事業活動計画（案） 

  新型コロナ感染症の収束が不透明であり、諸
活動の制約があるため前年度（2021年度）の
活動計画を踏襲し、いつでも開催可能な状態
としておく。 

  会報発行予定（第34号・35号）・Hp継続掲載
予定。 事業活動計画案添付済 

第四号議案  2022年度収支予算（案） 

 ①第三号議案と同様収支については前年度

（2021年度）と同一として計画。 

 ②収支予算案添付済 

その他報告事項 

 （1）学員会本部役員改選に伴う推薦について
（2022/5総会協議委員会決定予定） 

川崎支部内選考委員会結果について役員会に
て報告・承認済（2022/3） 

    ①会長候補に久野修慈現会長を推薦 

    ②副会長候補に小田原眞人横浜支部長を推薦 

    ③川崎支部幹事候補者に金子和夫名誉会長・     

     森山功相談役を推薦 

※新型コロナ感染症が不透明な中、会員の皆様方に置
かれましては感染対策などを万全にして頂き、健康に
ご留意され元気にお過ごしください。 

安全で安心した総会が早期に開催され皆様とお会いで
きる日を楽しみにしています。  以上 

定時総会・学術講演会・懇親会等中止  2022年5月吉日 

     中央大学学員会川崎支部（かわさきと共に歩む川崎白門会） 支部長 松木 茂夫 

第１号議案  第2号議案  
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第3号議案  第4号議案  

 



中央大学「川崎支部 かわさきと共に歩む川崎白門会」を支援します（卒年順に掲載） 

（川崎区田島町ϭϯ-ϭϯ） 

代表取締役会長 光常 武二 

（昭和43年卒） 

 

弁護士 石渡 光一 

（昭和36年卒） 

電話Ϭϯ-ϯϱϬϯ-ϬϵϮϭ 

  

 ;東京都港区芝大門2-1-18）   

取締役 森山 功 

（昭和40年卒） 

 

 

（044-932-1035）           

酒巻 忠雄（昭和39年卒） 
 

（町田市森野１-37-10） 

代表取締役会長 金子 和夫 

（昭和34年卒） 

 

EWK法人ビーン理事 

千葉 五郎（昭和34年卒） 

川崎市宮前区鷺沼Ϯ-Ϯ-ϴ 

ϰ 

 

事実と真実は違う。その際差異が生じるところに社

会情勢が如実に表れる。白門の由来を調べていくと

興味不快歴史が浮かびあがってきた。地代はϮϬ世紀

初頭までさかのぼる。 

ϭϵϭϵ年（大正ϴ年）の大学令施工からϭ年、中央大学

は正式に大学（旧制）として認可された。この頃は

大学に黎明期の熱気があった時代だ。第一回箱根駅

伝が開催され、東都野球リーグが結成されるなど、

学生たちは対抗戦を通して愛校心を培っていった。

この流れにあって、中大製生たちは、帽章の色であ

る「白」にプライドを抱き、やがて「白」が大学の

イメージカラーとして定着していく。すでにϭϵϮϭ年
の『学友会誌』第二巻一号には、「白い徽章の帽子

を大学の象徴として扱う記述がみられる。初めに

あったのは「白門」ではなく、イメージカラーとし

ての「白」だったのだ。 

それでは「白門」は、いつ登場したのだろうか。

ϭϵϮϴ年（昭和ϯ年）に作られた学生歌が最初と考えら

れる。当時、政治学者と辞達学会

が中心となり学生歌の制定を呼び

かけた。公募に応じて集まった歌

から選ばれたのは大久保保次夫氏

の作品で、歌の冒頭に「聞け白門

の暁を、聴堂に鐘なり出ずる」と

の一節があった。これが史実に現

れた最初の「白門」である。 

ただしこの時点で、中央大学の駿

河台校舎入り口に、白亜の門がそ

びえていたわけではなかった。大

久保氏は後年、中央大学新聞への

寄稿文で。「白門」の由来につい

て語っている。その記事には、白門は白い徽章にヒ

ントを得た造語であり、早稲田の「稲門」、日大の

「桜門」にならって「白門」を思いついたとある。

早大の稲門も日大の桜門も実際にゲートがあるわけ

ではない。あくまで「〇〇門」は同じ学び舎に集い

修業したという同門意識を表す意味で用いられた。

中大の白門は、イメージカラーの白と、同窓意識を

合体させた造語として生まれたのだ。尚、実施に駿

河台校舎の聖橋通り沿いに、白御影石造りの正門

「白門」ができたのは、歌の発展からϯϭ年後のϭϵϱϵ
年（昭和ϯϰ年）のことだった。当時の学生にとって

は従来からあった旧正門（南門）になじみが深く、

新造の門が正門・白門と認識されていたわけでは、

なかったようである。 

白門を巡ってはもう一つ歴委によって生じた誤解が

ある。それは白門が、東大の赤門への強い対抗意識

から生まれたという誤解だ。先述の記事で大久保氏

は、「赤に対して白と対称の妙をねらったというわ

けでもなく」「対抗意識などという気負ったような

考え方は大変残念だが小指の先ほどもあるはずがな

かった」ときっぱりこのことを否定している。 

誤解の原因はどこにあるのか？おそらく出身大学別

の司法試験合格者数を巡る東大とのトップ争いに端

を発していると考えられる。大久保氏が大学新聞で

あえて「対抗意識はない」と否定しなければならな

いほど、世間一般からの対抗意識があると思われて

いたのであろう。例えばϭϵϲϭ年ϯ月ϭ日の朝日新聞の

夕刊に、「白門・中央大学、官学の権威に反発」と

題されたコラムが掲載された。記事

中でも「官学の権威に反発」という

言葉が使われ、東大赤門との対立構

造をあおるような情報が書かれてい

る。このようにメデイアもしくは大

衆が、官学との対立構図を浴するあ

まり、白門に「s^東大、s^赤門」と

いう新たなイメージが付与されたよ

うなのだ。以上のように白門は、指

し示す内容が時代とともに変遷しな

がらも、新校歌（ϭϵϱϬ年）大学祭

（ϭϵϱϳ年より白門祭に改称）学員会

の名称に使われながら定着していっ

た。そして白門という言葉は、今なお中大の象徴と

して受け継がれている。 



①黒ϭと打ち白Ϯに黒ϯで生き

です  

②ハ 公益財団法人日本棋院

は大正ϭϯ年ϳ月に創立され、

再来年に創立ϭϬϬ周年を迎え

ます。 

ϱ 

     

大和白門会支部 

  初挑戦！ オンライン学術講演会の顛末 

         ～汗と涙の裏舞台～ 
       ▽令和3年12月4日（土） 

 大和白門会支部は、学員会地域支部として2018年5月

に産声を上げた、最も若い支部だ。初代会長は、熱血を

信条とする岡田孝子会長。 

 今回の講演会について語る前に、認知度が今一つの

“大和市”についてご説明しよう。神奈川県のほぼ中央

部に位置し、神奈川の「臍」と言われている。厚木基地

はよく知られているが、この基地の所在地は厚木市では

なく、大和市と綾瀬市。今は、主力の航空機部隊が山口

の岩国に移転され、大和市の現在は、林

と農地も程よく残る住宅エリアとして、

また小田急と相鉄がクロスする交通の便

の良い商業地として着実に人口も増え、

24万人を突破している。大和市のキャッ

チフレーズは「図書館城下町」。来館者

が日本一と言われ５年間で1,000万人を達

成した。その図書館に我が支部も児童図

書を毎年寄贈し、地域にささやかな貢献

をしている。 

 さて本題。当支部は比較的活発に支部

活動に取組んでおり、昨年はコロナ禍で

講演会は実施できなかったが、今年は、

コロナも少し落着きを見せたため、開催

すべく始動。先ずはテーマ『ウィズコロ

ナ、アフターコロナの地域創生』を選

び、申し込みをしたところ、本部から連

絡が入る。対面の講演会は今年も行わな

い。但しオンラインなら可とのこと。さ

て、どうする。役員会幹部で侃侃諤諤の

議論。「オンライン？ 大変そうだな、

やったことがない、PCシステムは大丈夫か」等々、ネガ

ティブな意見に溢れた。ところが、「こういう沈み切っ

た時こそ、若い支部がチャレンジすべく手を挙げるべき

でしょう！」 岡田会長の“熱弁”が我々に確かに伝

わった瞬間だ。「一丁やったるか」と、役員が一丸と

なって動き始めた。 

 岡田会長のもと、全体の運用面では前川・谷村副会長

が、技術面はIT企業社長の石見幹事やPCに長けた斎藤

（憲）幹事が、そして事務所内の業務面は支部の鈴木・

津村スタッフが担当。なお、参加者を募る仕事は全員で

当たった。まずは、大和市教育員会・大和商工会議所か

ら“後援”の了解を取り付ける。力を入れたのは各支部

への協力のお願い・知人への呼びかけ。タウン紙への広

報（告知記事掲載・告知広告）やチラシを制作・印刷

し、これを大和市の管轄施設（学習センター・コミセン

に掲示・配置）に協力を依頼する等、仕事は広範囲にわ

たった。【オンライン講演会開催の際のポイント（1）

ITに強い方に活躍してもらう事（2）プロモーションは

知人等の口コミが大事】 

 さて最終結果は。申込者154名。受講者112名（受講率

73％）。相対評価は難しいが、我々としては何とか所期

の目標を達成できたと思っている。折角なので、申込者

の分析数字も記す。どんな媒体で申込されたか：他支部

から17％、チラシ17％、会員か

らの案内16％、知人からの紹介

16％、広報紙6％、中大HP6％。

そして申込者の内訳は：学員が

27％、他支部会員15％、大和白

門会員12％、一般の方42％。一

般の方が一番多かった。これを

何とか今後に繋げたい。 

 本番までには、リモートによ

る事前打ち合わせ4回、リハー

サルも3回。最初のリハーサル

には、初めてリモート講演会を

実施した札幌支部（設立130年

を越える老舗）から西原幹事長

も参加して貰い、色々とご教示

いただいた。さて、12月4日13

時スタートの本番。開始前に事

務的不手際がチョットあったも

のの、本番では谷村司会進行役

の説明、岡田会長の挨拶に続い

て川崎一泰教授の講演と相成っ

た。音声もハッキリ聞き取れ、内容もアイデア満載の素

晴らしい語りで、最終章の質問へ。定刻を越えてしまう

熱気溢れる講演となった。先生からも上手く運びました

ねとの労いのお声をいただいた。また、講演後、受講者

からは評判・感想が届けられたが、「素晴らしかった

よ」との声が圧倒的。上々の評判のようである。これも

偏に川崎先生のお陰、感謝感謝である。 

 （6面に続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン開催の学術講演会での川崎一泰教授 



中央大学「川崎支部 かわさきと共に歩む川崎白門会」を支援します（卒年順に掲載） 

ϲ 

（川崎区駅前本町22-2） 
代表取締役 下村 勝己 

（昭和52年卒） 

 川崎市高津区北見方3-8-5 

 松木 茂夫 （昭和44年卒） 

中央大学評議員・学員会常任幹事 

志水 晋介（平成11年卒） 

ϬϴϬ-ϳϬϮϯ-Ϭϰϴϱ 
 

代表取締役茂岡幹弥 

（昭和ϱϯ年卒） 

東京都中央区新川Ϯ-ϳ-ϭϱ林ビルϰＦ 

所長弁護士小林喜浩 

（昭和ϱϵ年卒） 

東京都中央区銀座ϳ-Ϯ-ϮϮ同和ビル 

弁護士矢口統一（平成ϳ年卒） 

 川崎市川崎区砂子1-5-1KJ砂子ビル４階 

 ℡Ϭϰϰ-Ϯϭϭ-ϭϭϭϱͬŵŽƚŽ͘ǇĂŐƵĐŚŝΛŐŵĂŝů͘ĐŽŵ 

《囲碁出題》 

黒番です。黒が生きる手は？ 

《囲碁・クイズ》 

2024年、日本棋院の創立記念日

は〇年でしょうか？ 

イ）八十周年 ロ）九十周年  

ハ）百周年 

酒巻忠雄の囲碁クイズ  

出題図 

出題者～酒巻 忠雄 (八段)昭和39年卒（解答は5面） 
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三
戸
町
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
」
の
委
嘱
は
「
三
戸
町
の
事
業
等

で
ゆ
か
り
の
あ
る
者
及
び
団
体
」
に
該
当
し
任
命
さ
れ
た
。 

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
元
三
戸
町
か
ら
、
中
央
大
学
に

入
学
希
望
す
る
学
生
が
多
数
出
て
く
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
た

い
。
中
央
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
、
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。 

「
白
門
り
ん
ご
の
会
」
は
二
〇
一
一
年
に
、
白
門
四
四
会
支
部

が
中
心
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
し
て

発
足
。
（
参
加
者
は
昭
和
二
八
年
卒

～
平
成
八
年
卒
・
地
域
支
部
等
）
会

の
目
的
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
応

援
・
三
戸
町
の
活
性
化
と
地
域
お
こ

し
、
三
戸
り
ん
ご
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
、
生
産
者
と
の
交
流
、
近
隣
の

市
・
町
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
央
大

学O
B

と
の
交
流
な
ど
、
一
〇
年
に
わ

た
り
活
動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。
り
ん
ご
の
収
穫
体
験
＆
交
流

会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
―
で
三
戸
り
ん
ご
のP

R

・
展
示
即
売

会
・
腕
の
上
げ
下
げ
の
手
助
け
を
す
る
負
担
軽
減
装
置
を
農
業
用

に
も
転
用
可
能
に
す
る
た
め
の
改
良
・
改
善
支
援
（
理
工
学
部

（
中
村
太
郎
研
究
室
）
と
三
戸
町
と
の
個
別
連
携
協
定
締
結
（
二

〇
一
八
年
六
月
）
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
らT

A
S
K
I
/

タ
ス

キ
の
名
で
発
売
さ
れ
た
・
理
工
学
部
食
堂
に
三
戸
り
ん
ご
を
利
用

し
た
特
別
カ
レ
ー
販
売
・
一
〇
周
年
記
念
事
業
「
友
好
の
桜
」
の

植
樹
等
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
三
戸
町
へ
大
い
に
貢
献
し
て
い

る
と
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
松
尾
町
長
様
・
竹
原
義
人

議
長
様
（
前
町
長
）
農
林
課
を
は
じ
め
三
戸
町
役
場
・
地
元
町

民
・
梅
内
り
ん
ご
組
合
・
そ
し
て
関
連
す
る
す
べ
て
の
皆
様
方
の

お
陰
で
す
。 

第
二
の
ふ
る
さ
と
三
戸
町
の
発
展
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
白

門
り
ん
ご
の
会
の
仲
間
と
共
に
、
で
き
る
限
り
の
応
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

■事務局便り 

▼皆さんお元気ですか！東京

オリンピックは無事成功裏に

終わりましたが冬季北京オリ

ンピックは公平な審判等で後

味の悪さが残りました▼ウク

ライナ問題については一日で

も早い終結を心から祈るばか

りです▼感染力の強いオミク

ロン株も一向に収束の兆しは

見えない▼我々の唯一の朗報

は今年の箱根駅伝である。総

合第６位と大いに躍進して

シード権を確保。テレビ観戦

していてハラハラ・ドキドキ

の二日間であった。監督・選

手に盛大な拍手を贈りたい▼

支部活動は3年連続で総会・

懇親会の開催を断念した。苦

渋の決断であった。参加者

の安全・安心を最優先した

結果である。お会いできる

日を心待ちにしています。 
（事務局長・岩渕義昭） 

（5面より続く）この度の講演では、学員会・札幌支部

（西原氏）・川崎支部（松木氏）・藤沢支部（片岡氏）

を始めとする、先輩各支部のご尽力ご協力をいただき、

本当に有難うございました。改めて深く御礼を申し上げ

ます。 また、これを機会に今後ともこの若輩たる大和

白門支部に対し、さらなるご厚情ご支援を賜りますよ

う、伏してお願い申し上げます。 

 ところで、最後に番外のご報告が。当支部大和白門会

にとっては大慶事が舞い込んで来た。今回の衆議院選挙

神奈川13区の小選挙区で見事、太栄志氏（44歳）が当選

を果たしたのだ。太氏は何と当支部の幹事である。つま

り当支部の役員の中から大型新人の国会議員が誕生した

のだ。今後の活躍を期待するところ大である。 
追記 

 現在、大和白門会では今回のさまざまな経験を踏ま

え、学員会事務局に情報提供をさせていただく予定で

す。このような各支部の経験を積み重ね、学員会事務局

においてオンラインによる学術講演会の実施マニュアル

的なものを蓄積し、事務局からご教示頂ければ、当支部

も含め各支部の皆様にも役立つのではないかと思ってお

ります。 


